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イベントリポート

「第4回アジア・太平洋水サミット」関連イベント参加

　令和4年4月9日（土）尚絅アリーナにて、令和4年度尚絅中
学・高等学校の入学式を行いました。真新しい制服に身を包
んだ新入生が、保護者の方々と共に自分のクラスを掲示板で
確認した後、次々とアリーナ内に進んでいきました。晴天に
恵まれた暖かい春の日となり、新入生の表情は誰もが皆晴れ
やかでした。学校長の入学許可宣言、式辞、そして中学生・高
校生の新入生代表者による誓いの言葉と続きました。昨年度
に引き続き新型コロナウイルス感染拡大に配慮し、短縮した
形ではありましたが、新しい学校生活を始める新入生にふさ
わしい厳かな式となりました。

入学式

　令和4年3月1日（火）、尚絅アリーナにて「第74回卒業証書授与
式」を挙行しました。昨年度に引き続き新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、卒業生・保護者・教職員のみによる式となり
ましたが、厳粛な中にも心温まる式典が執り行われました。卒
業生代表の答辞では、3年間の学校生活を振り返りながら、お世
話になった方々への感謝の気持ちが述べられました。
　また、3月11日（金）に中学校の卒業式を行いました。中高一貫
コースとして高校でも本校での学びは続きますが、義務教育を
終える大きな成長の節目です。保護者の方々や教職員の見守る
中、学校長から生徒一人一人へ卒業証書が授与されました。学
校長式辞、担任からのお祝いの言葉の後で、卒業生一人一人か
ら家族や友人、教職員への感謝の言葉が述べられました。

卒業式

　令和4年3月17日（木）に令和3年度の修了証書授与
式（卒園式）を行いました。昨年度に引き続き新型コ
ロナウイルス感染症防止のため、年長組3クラス合同
ではなくクラス毎に3回に分けて実施しました。今年
度の卒園児は83名でしたが、式には81名が出席しま
した。
　園長が園児一人一人に「おめでとうございます」の
お祝いの言葉を添えて修了証書を手渡しました。園
児達は大きな声で「ありがとうございます」のお礼の
言葉とともに証書を受け取っていました。
　コロナ禍が続く中で休園や登園自粛期間が長く続
き、行事が中止となったり、簡略化されたりしまし
た。それでも、それぞれが園生活でのたくさんの思い
出を胸に巣立って行きました。
　また、当日に出席が叶わなかった2名の園児には、
後日、2日にわけて修了証書授与式を行い、お祝いし
ました。

修了証書授与式（卒園式）

　令和4年4月12日（火）に令和4年度の入園式を行い
ました。式には、今年度入園の73名、昨年度途中入園
の5名の78名とその保護者が出席しました。今年度も
昨年度と同様に新型コロナウイルス感染症防止のた
め、保護者は園児と並んで各ご家庭1名のみの入場と
し、写真やビデオは会場の外からお撮りいただきま
した。
　園長による式辞の後、0歳から年長までの各クラス
担任の紹介を行い、保護者のみなさまのご協力で短
時間のうちに無事終了しました。式後、晴天の下、親
子とも笑顔で記念写真を撮っておられました。
　新型コロナウイルスが1日でも早く収束し、園児達
の園での生活が、日々の遊びや行事等を通して明る
く楽しいものとなり、健やかに成長してくれること
を祈っています。

入園式

　令和4年3月17日（木）・18日（金）に、中学3年生は大分・別府へ
1泊2日の修学旅行に行きました。1日目は湯布院での散策後
に宿泊先のホテルに入り、ボウリングとビュッフェを堪能し
ました。
　2日目は別府の地獄巡りと水族館見学でした。地獄巡りで
は傘を差しながらの見学でしたが、別府ならではの風情を楽
しみ、水族館では海洋生物について学びました。
　コロナ禍での短い旅行となりましたが、生徒たちは大いに
楽しみ、クラスメイトとの中学最後の良い思い出を作ること
ができました。

中学3年生 修学旅行

　令和3年11月27日（土）～28日（日）の1泊2日で、高校2年生
が長崎へ修学旅行に行きました。コロナの影響で行き先の
変更や日程の縮小などがありましたが、感染対策を行いな
がら、無事に実施することができました。
　1日目はハウステンボスで午後から自由行動、2日目は九十
九島水族館「海きらら」へ行きました。短い旅行ではありまし
たが、集団の一員としての自覚を持ちながら規律や秩序を
守る態度を身に付けることができました。
　クラスメイトと充実した時間を過ごし、思い出に残る2日間
になったようです。

高校2年生 修学旅行
　令和4年4月23日（土）、24日（日）に熊本市の熊本城ホールで
開催された「第4回アジア・太平洋水サミット」関連のイベン
トに、本校の高校2・3年生10名が参加しました。
　開会式へ参加した生徒は、天皇陛下のお言葉や記念講演、
岸田首相のご挨拶などを直接聞くことができ、大変貴重な経
験となりました。「ユース水フォーラム熊本（YWFK）」の活
動の一環で展示ブースの運営を行った生徒たちは、活動や作
品の紹介、「世界に伝えたい熊本の水」について大西市長やオ
ランダ大使などブースに立ち寄られた方々に直接説明を行
いました。生徒たちが持続可能な水資源の活用や環境問題な
どへの対策をまとめた「熊本未来宣言」が採択され、今後は国
際会議で日本の取り組みとしても発表されます。本校生徒た
ちのSDGsに関する学びを発信する良い機会となりました。


